
3. 合同の証明と長さ・求積などの複合問題 【2005年度出題】 

 

【問 1】 

図の正方形 ABCDにおいて，点 A と点 Cを結び，∠DACの二

等分線と辺 CD との交点を E とします。 

あとの１～３の問いに答えなさい。 

（宮城県 2005年度） 

１．点 E を解答用紙の図に作図しなさい。ただし，作図に用いた

線は消さないでおきなさい。 

２．点 Eから線分 ACに垂線をひき，その垂線と線分 AC との交点を H とします。 

次の(1)，(2)の問いに答えなさい。 

(1) △AED≡△AEHを証明しなさい。 

(2) 線分DEと長さが等しい線分をすべて答えなさい。 

３．辺 BC上に点 Pをとり，点 A と点 Pを結びます。∠DAPの二等分線が辺 CDの中点を通るとき，線分 BP の

長さを求めなさい。ただし，AB＝2 cm とします。 

 

 

 



解答欄 

 

１ 

 

２ 

(1) 

証明 

(2)  

３ cm 

 

 

 



解答 

１． 

 
２． 

(1) 

証明 

△AED と△AEH において 

四角形ABCD は正方形であるから∠EDA＝90° 

よって，∠EDA＝∠EHA＝90°…① 

AE＝AE（共通）…② 

AE は∠DAC の二等分線であるから 

∠DAE＝∠HAE …③ 

①，②，③より 

直角三角形の斜辺と１つの鋭角がそれぞれ等しいから 

△AED≡△AEH 

(2)  

HE，HC 

３．
2

3
cm 

解説 

２． 

⑴  

△AED と△AEHにおいて 

四角形 ABCDは正方形であるから∠EDA＝90° 

よって，∠EDA＝∠EHA＝90°…①   

AE＝AE(共通)…② 

AEは∠DACの二等分線であるから 

∠DAE＝∠HAE…③ 

①，②，③より 

直角三角形の斜辺と 1つの鋭角がそれぞれ等しいから△AED≡△AEH 

⑵  

⑴より，DE＝HE 

また，△EHCは∠ECH＝45°より直角二等辺三角形だから， 

HE＝HC 

よって，HE，HCの２つが DE と等しい。 

３． 

CDの中点を F とし，Fから APにひいた垂線と AP との交点を G とする。 

DF＝FG＝FC より， 

△FGP≡△FCP  

よって，GP＝CP 

GP＝x cm とおいて， 

△ABPに三平方の定理を用いると， 

(2＋x)2＝22＋(2－x)2 

これを解くと，x＝
2

1
より，BP＝

2

3
cm 

 

 



【問 2】 

図のように，平行四辺形 ABCD の対角線 BD 上に BE＝DF

となるような，２点 E，F をとる。このとき，△AED≡△CFB である

ことを証明しなさい。  

（栃木県 2005年度） 

 

 

解答欄 

 

証明 

 

 

 



解答 

証明 

△AED と△CFB において 

四角形ABCD は平行四辺形だから 

AD＝CB …① 

AD∥BC より，平行線の錯角は等しいから 

∠ADE＝∠CBF …② 

また DE＝BD－BE，BF＝BD－DF 

仮定より BE＝DF 

よって DE＝BF …③ 

①，②，③より 

２辺とその間の角がそれぞれ等しいから 

△AED≡△CFB 

解説 

△AEDと△CFBにおいて 

四角形ABCDは平行四辺形だから  

AD＝CB…① 

AD∥BCより，平行線の錯角は等しいから  

∠ADE＝∠CBF…② 

また DE＝BD－BE，BF＝BD－DF  

仮定よりBE＝DF  

よってDE＝BF…③ 

①，②，③より 

２辺とその間の角がそれぞれ等しいから   

△AED≡△CFB 

 



【問 3】 

図のように，線分 AB を直径とする円 O の周上に，２点 A，B とは異なる点

C をとる。線分 AC を Cの方向に延ばした直線上に点 D を AB＝AD となるよ

うにとり線分 BD と円O との交点を E とする。また点 Cをふくまない⌒AB上に点

Fを DB∥CF となるようにとり，線分 AB と線分 CF との交点を G とする。 

このとき，次の問いに答えなさい。 

（神奈川県 2005年度） 

(ア) 三角形 ACE と三角形 AGF が合同であることを次のように証明した。空欄にあてはまるものとして最も適す

るものを (a)  ， (b)  には【A群】から，  (あ)  ～  (う)  には【B群】からそれぞれ１つずつ選びその番号

を書きなさい。 

[証明] 

△ACE と△AGFにおいて， 

まず，△ADBの辺 AD，AB上にそれぞれ点 C，Gがあり，DB∥CGであるから， 

AC：AD＝AG：AB 

さらに，AD＝ABであるから， 

    (a)    …① 

次に，⌒AC に対する円周角は等しいから， 

∠AEC＝∠AFC 

よって，∠AEC＝∠AFG…② 

同様に，⌒CE に対する円周角は等しいから， 

    (b)    …③ 

また，    (あ)    から， 

∠CBE＝∠BCF…④ 

さらに，    (い)    から， 

∠BCF＝∠BAF 

よって，∠BCF＝∠GAF…⑤ 

③，④，⑤より，∠CAE＝∠GAF…⑥ 

ここで，三角形の内角の和は 180°であることから， 

∠ACE＝180°－∠AEC－∠CAE…⑦ 

∠AGF＝180°－∠AFG－∠GAF…⑧ 

②，⑥，⑦，⑧より，∠ACE＝∠AGF…⑨ 

①，⑥，⑨より，    (う)    から， 

△ACE≡△AGF 

 

 

 

 

 



 

【A群】 【B群】 

１．∠AGC＝∠ABE 

２．∠BAE＝∠BCE 

３．∠CAE＝∠CBE 

４．AC＝AG 

５．AE＝AF 

６．CE＝GF 

１．平行線の同位角は等しい 

２．平行線の錯角は等しい 

３．⌒BE に対する円周角は等しい 

４．⌒BF に対する円周角は等しい 

５．３辺がそれぞれ等しい 

６．２辺とその間の角がそれぞれ等しい 

７．１辺とその両端の角がそれぞれ等しい 

(イ) ∠ADB＝68°のとき，∠AFCの大きさを求めなさい。 

解答欄 

 

(ｱ) 

(a) (b) (あ) (い) (う) 

     

(ｲ) ∠AFC＝
            

° 

 

 

 



解答 

(ｱ) (a) 4       (b) 3       (あ)2       (い)4       (う)7 

(ｲ) ∠AFC＝ 46° 

解説 

(ア)  

△ACE と△AGFにおいて， 

まず，△ADBの辺 AD，AB上にそれぞれ点 C，Gがあり， 

DB∥CGであるから， 

AC：AD＝AG：AB 

さらに，AD＝ABであるから， 

AC＝AG…① 

次に，⌒AC に対する円周角は等しいから， 

∠AEC＝∠AFC 

よって，∠AEC＝∠AFG…② 

同様に， ⌒CE に対する円周角は等しいから， 

∠CAE＝∠CBE…③ 

また，平行線の錯角は等しいから， 

∠CBE＝∠BCF…④ 

さらに，⌒BF に対する円周角は等しいから， 

∠BCF＝∠GAF…⑤ 

③，④，⑤より， 

∠CAE＝∠GAF…⑥ 

ここで，三角形の内角の和は 180°であることから， 

∠ACE＝180°－∠AEC－∠CAE…⑦ 

∠AGF＝180°－∠AFG－∠GAF…⑧ 

②，⑥，⑦，⑧より， 

∠ACE＝∠AGF…⑨ 

①，⑥，⑨より， 

１辺とその両端の角がそれぞれ等しいから， 

△ACE≡△AGF 

(イ)  

△ABDは AB＝ADの二等辺三角形だから， 

∠ABD＝∠ADB＝68° 

DB∥CF より平行線の同位角は等しいから 

∠ABD＝∠AGC＝∠ADB＝∠ACG＝68°…①  

また，線分 ABは円 Oの直径なので， 

∠ACB＝90°…② 

①，②より， 

∠BCF＝∠ACB－∠ACG＝22°…③ 

円周角の定理より， 

∠BCF＝∠FAB＝22°…④ 

よって，△AFGで， 

∠FAB＋∠AFC＝∠AGC…⑤ 

したがって，①，④，⑤より， 

∠AFC＝∠AGC－∠FAB＝46° 

 



【問 4】 

図のように，線分 AB を直径とする円 O の周上に点 C がある。点 P を円 O の周上にとり，点 A と C，B と P，C と

Pをそれぞれ結ぶ。点 Pのとり方を(1)，(2)のように変えたとき，次の問いに答えなさい。 

（富山県 2005年度） 

  

(1) 点 Pを⌒ACBでない方の⌒AB上にとるとき，AB と CPの交点を E とする。 

① ⌒APB上において，⌒AP：⌒PB ＝1：2のとき，∠ACPの大きさを求めなさい。 

② 点 Eが中心 O と重なるとき，△ACE と△PBEが合同になることを証明しなさい。 

(2) 右の図のように，点 Pを⌒CABでない方の⌒CB上にとる。このときにできる四角形 ACPBの面積がもっとも大きく

なるとき，△CPBの面積を求めなさい。ただし，AB＝9 cm，AC＝3 cm とする。 

解答欄 

 

(1) 

① 度 

② 

△ACE と△PBE において 

(2) cm2 

 

 

 



解答 

(1)  

①30度 

② 

△ACE と△PBE において 

半径の長さは等しいから 

AE＝PE …① 

対頂角は等しいから 

∠AEC＝∠PEB …② 

円周角は等しいから 

∠CAE＝∠BPE …③ 

したがって，①，②，③より 

１辺とその両端の角がそれぞれ等しいから 

△ACE≡△PBE 

(2)  

9 2 cm2 

解説 

⑴  

①  

∠AOP＝
3

1
∠AOB＝60°円周角の定理より ∠ACP＝

2

1
∠AOP＝30° 

②  

△ACE と△PBEにおいて半径の長さは等しいから 

AE＝PE…① 

対頂角は等しいから 

∠AEC＝∠PEB…② 

円周角は等しいから 

∠CAE＝∠BPE…③ 

したがって，①，②，③より 

１辺とその両端の角がそれぞれ等しいから 

△ACE≡△PBE 

⑵  

四角形 ACPBの面積が最大になるのは OP⊥CBのとき。 

また，△ACBは直角三角形だから， 

BC＝ 22 39 － ＝ 72＝6 2 cm より，OP⊥CBのとき 

△CPB＝(四角形 OCPBの面積)－△OCB 

＝OP×CB×
2

1
－

2

1
×△ACB 

＝
2

227 －
2

29 ＝9 2 cm2 

 

 



【問 5】 

図１のように，円に２つの平行な弦 AB とCDをひき，四角形 ACDBをつくる。

対角線 AD と BCの交点を P とする。 

このとき，次の問いに答えよ。 

（福井県 2005年度） 

(1) △ACD≡△BDCであることを証明せよ。 

(2) 図２は，図１において，点 D を通り線分 AC に平行な直線と，直線 AB と

の交点を E とした場合を表している。 

CD＝4 cm，∠CAD＝60°，AD⊥BCのとき， 

ア ∠EBDの大きさを求めよ。 

イ △BDEの面積を求めよ。 

 

 

 

 

解答欄 

 

(1) 

 

(2) 

ア 度 

イ cm2 

 

 

 

E 



解答 

(1) 

△ACD と△BDC において 

共通な辺だから，CD＝DC …① 

AB∥CD だから 

∠ADC＝∠BAD …② 

⌒DB に対する円周角は等しいから 

∠BAD＝∠BCD …③ 

②，③から 

∠ADC＝∠BCD …④ 

⌒CD に対する円周角は等しいから 

∠CAD＝∠DBC …⑤ 

三角形の内角の和は180°であることと，④，⑤から 

∠ACD＝∠BDC …⑥ 

①，④，⑥から 

１辺とその両端の角がそれぞれ等しいので 

△ACD≡△BDC 

(2)  

ア 75度     イ 
3

8
cm2 

解説 

⑴  

△ACD と△BDCにおいて共通な辺だから，CD＝DC…① 

AB∥CDだから，∠ADC＝∠BAD…② 

⌒DBに対する円周角は等しいから，∠BAD＝∠BCD…③ 

②，③から，∠ADC＝∠BCD…④ 

⌒CDに対する円周角は等しいから，∠CAD＝∠DBC…⑤ 

三角形の内角の和は 180°であることと，④，⑤から，∠ACD＝∠BDC…⑥ 

①，④，⑥から，１辺とその両端の角がそれぞれ等しいので，△ACD≡△BDC 

⑵ 

ア． 

AD⊥BC，∠CAD＝60°より，∠ADB＝∠ACB＝30°…① 

AC∥ED より，錯角が等しいので，∠CAD＝∠ADE＝60°…② 

①，②より，∠BDE＝∠ADE－∠ADB＝30° 

四角形 ACDEが平行四辺形であることと，⑴より，AC＝ED＝BDだから， 

△BDEは二等辺三角形であることがわかる。 

よって，∠EBD＝(180°－∠BDE)÷2＝75° 

イ． 

△PDCは直角二等辺三角形なので，PD：CD＝1： 2  

よって，PD＝
2

1
CD＝2 2 cm 

題意より，△PBDは∠PBD＝60°の直角三角形だから， 

DE＝BD＝
3

2
PD＝

3

64
cm  Bから DEに垂線 BHをひくと， 

△BDHは 30°と 60°の角をもつ直角三角形だから，BH＝
2

BD
＝

3

62
cm 

したがって，△BDEの面積は
2

1
×DE×BH＝

2

1
×

3

64
×

3

62
＝

3

8
cm2 

 



【問 6】 

図において，４点 A，B，C，D は円 O の円周上の点であり，BA＝BD

である。点 A を通り DCに平行な直線と円 O との交点を E とする。AE と

BD，BC との交点をそれぞれ F，G とする。 

このとき，次の(1)，(2)の問いに答えなさい。 

（静岡県 2005年度） 

(1) △ABG≡△DBEであることを証明しなさい。 

(2) AB＝10 cm，BE＝3 cm，CG＝5 cmのとき BFの長さを求めなさい。 

 

 

解答欄 

 

(1) 

証明 

(2) cm 

 

 

 



解答 

(1) 

△ABGと△DBEに関して，∠ABD＝∠AED(円周角) 

∠AED＝∠CDE(錯角) 

また円周角の定理より，∠CDE＝∠CBE 

したがって，∠ABD＝∠CBEであり， 

∠ABG＝∠ABD＋∠CBD＝∠CBE＋∠CBD＝∠DBE 

である。また∠BAG＝∠BDE(円周角)と仮定より，BA＝BD 

であるから，１辺とその両端の角がそれぞれ等しいから， 

△ABG≡△DBEである。 

(2)  
4

15
cm 

解説 

⑴ 

 
⑵  

BA＝BD より，BD＝10cm 

また，△ABG≡△DBE より，BG＝BE＝3cm 

GF∥CD より，BG：BC＝BF：BD＝3：8 

であるから，BF＝10×
8

3
＝

8

30
＝

4

15
cm 

 

 



【問 7】 

図のように，正方形 ABCD と辺 CBの延長線上に EB

＜ABである点 Eがある。辺 BC上に AE＝EF となる点

F，辺 CD 上に AE＝AG となる点 G をとり，点 G から線

分 AFへひいた垂線を GH とする。 

このとき，次の各問いに答えなさい。 

（三重県 2005年度） 

(1) △AEB≡△AGD であることの証明を，次の  (ア)  と  (イ)  に適切なことがらを書き入れて完成しなさ

い。 

〈証明〉 

△AEB と△AGDにおいて， 

条件より， 

AE＝AG…① 

また，四角形 ABCDが正方形だから， 

    (ア)    …② 

∠EBA＝∠GDA＝90°…③ 

①，②，③から， 

２つの直角三角形の     (イ)     が，それぞれ等しいから， 

△AEB≡△AGD 

(2) ∠AGH＝∠AFBであることを証明しなさい。 

(3) AB＝5 cm，AE＝6 cm のとき，四角形 AEFG の面積を求めなさい。なお，答えに  がふくまれるときは，

 を用いて最も簡単な形で書きなさい。 

 

 

 



解答欄 

 

(1) 

(ｱ)  

(ｲ)  

(2) 

証明 

(3) cm2 

 

 

 



解答 

(1)  

(ア) AB＝AD     

(イ) 斜辺と他の一辺 

(2) 

証明 

△AGH と△AFB において， 

∠AHG＝∠ABF＝90°…① 

AD∥EF より， 

∠DAF＝∠EFA（錯角）…② 

EA＝EF より， 

△EFA は二等辺三角形だから， 

∠EAF＝∠EFA …③ 

②，③より， 

∠DAF＝∠EAF …④ 

△AGD≡△AEB より， 

∠GAD＝∠EAB …⑤ 

④，⑤より， 

∠HAG＝∠BAF …⑥ 

①，⑥より２組の角がそれぞれ等しいから， 

△AGH∽△AFB 

よって，∠AGH＝∠AFB 

(3)   

33－3 11 cm2 

解説 

⑵  

△AGH と△AFBにおいて，∠AHG＝∠ABF＝90°…① 

AD∥EF より∠DAF＝∠EFA(錯角)…② 

EA＝EF より△EFAは二等辺三角形だから，∠EAF＝∠EFA…③ 

②，③より ∠DAF＝∠EAF…④  △AGD≡△AEB より 

∠GAD＝∠EAB…⑤  ④，⑤より∠HAG＝∠BAF…⑥ 

①，⑥より２組の角がそれぞれ等しいから，△AGH∽△AFB 

よって∠AGH＝∠AFB 

⑶  

EB＝ 2536－ ＝ 11 cm  FC＝BC－BF＝5－(6－ 11 )＝ 11－1cm 

△AEB≡△AGDであるから，△AEB＝△AGD＝
2

1
× 11×5＝

2

115
cm2 

△FCG＝
2

1
×( 11－1)×(5－ 11 )＝3 11－8cm2 

四角形 AEFG＝△AEB＋(四角形 ABCD－△FCG－△AGD) 

＝
2

115
＋25－(3 11－8)－

2

115
 

＝33－3 11 cm2 

 



【問 8】 

次は，スーパーマーケットなどにある買い物かごを右の写真のように重ねたときの側面の

様子をモデルにした問題である。 

図Ⅰにおいて，四角形 ABCD と四角形 AEFG は合同な長方形であり，E は長方形

ABCD の内部にあって D は辺 EF 上にある。AB＝AE＝20 cm，AD＝AG＝30 cm であ

る。 

次の問いに答えなさい。答えが根号をふくむ形になる場合は，その形のままでよい。 

（大阪府 2005年度 後期） 

   

(1) 次のア～エで示した鋭角のうち，鋭角∠CDE と大きさが等しいものはどれですか。一つ選び，記号を書きなさ

い。 

ア ∠GAD  イ ∠DAE  ウ ∠EAB  エ ∠ADE 

(2) Gから辺 BCにひいた垂線と辺 BC との交点をH とし，線分GH と辺 AD との交点を J とする。図Ⅱは，図Ⅰ

に点 H，線分 GH，点 Jをかき加えたものである。 

① △GAJ≡△ADEであることを証明しなさい。 

② 線分 GHの長さを求めなさい。 

(3) E から辺 AD にひいた垂線と辺 AD との交点を K とする。図Ⅲは，図Ⅰに点 K と線分 EK をかき加えたもの

である。△ADEの面積と線分 EKの長さをそれぞれ求めなさい。求め方も書くこと。必要に応じて解答欄の図

を用いてもよい。 

 

 

 



解答欄 

 

(1)  

(2) 

① 

証明 

② cm 

(3) 

求め方 

△ADE の面積        cm2 

線分EK の長さ        cm 

 

 

 



解答 

(1) イ 

(2)  

① 

証明 

△GAJ と△ADE において 

GA＝AD（仮定）…㋐ 

GH⊥BC，AD∥BC だから 

∠GJA＝90° 

四角形AEFG は長方形だから 

∠AED＝90° 

よって ∠GJA＝∠AED＝90°…㋑ 

AG∥EF だから 

∠GAJ＝∠ADE（錯角）…㋒ 

㋐，㋑，㋒より 

直角三角形の斜辺と一つの鋭角がそれぞれ等しいから 

△GAJ≡△ADE 

②  

40 

(3) 

求め方 

∠AED＝90°だから AE2＋DE2＝AD2 

AD＝30cm，AE＝20cmだから， 

DE＝a cmとすると 202＋a2＋302 

これを解くと，a＞0 より a＝10 5  

だから 

△ADE＝
2

1
×AE×DE＝100 5 cm2 

また，EK＝b  cmとすると，AD⊥EK だから 

△ADE＝
2

1
×AD×EK＝15b cm2 

よって 15b＝100 5  

これを解くと b＝
3

520
 

△ADE の面積 100 5  

線分 EK の長さ 
3

520
 

解説 

⑵ 

① 証明 

△GAJ と△ADEにおいて，GA＝AD(仮定)…㋐ 

GH⊥BC，AD∥BCだから∠GJA＝90°四角形 AEFGは長方形だから∠AED＝90° 

よって，∠GJA＝∠AED＝90°…㋑ 

AG∥EFだから，∠GAJ＝∠ADE(錯角)･･･㋒ 

㋐，㋑，㋒より直角三角形の斜辺と一つの鋭角がそれぞれ等しいから△GAJ≡△ADE 

② ①より，GJ＝AE＝20cm となるので，GH＝GJ＋JH＝20＋20＝40cm 

⑶ ∠AED＝90°だから AE2＋DE2＝AD2   AD＝30cm，AE＝20cmだから DE＝a cm とすると， 

202＋a2＝302  これを解くと，a＞0 より，a＝10 5 だから，△ADE＝
2

1
×AE×DE＝100 5 cm2 

また，EK＝b cm とすると，AD⊥EKだから，△ADE＝
2

1
×AD×EK＝15b cm2  よって，15b＝100 5    

これを解くと，b＝
3

520
 

 



【問 9】 

図のように，円 O の周上に４点 A，B，C，D があり，AD∥BC，AD＝6 cm，BC

＝18 cm，AB＝10 cmである。線分 AC と DBの交点を E とする。 

次の問いに答えなさい。 

（兵庫県 2005年度） 

(1) △ABC と△DCB が合同であることを次のように証明した。次の  １  ～  ３  には，あてはまるものを，下

の語群のア～クから選び，その記号を書きなさい。また，  ａ  ～  ｃ  には，適切な語句を書きなさい。 

（証明） 

△ABC と△DCBにおいて， 

 １  は共通…① 

⌒BC に対する  ａ  は等しいから，∠BAC＝∠CDB…② 

⌒AB に対する  ａ  は等しいから，∠ACB＝∠ADB 

平行線の  ｂ  は等しいから，∠ADB＝∠DBC 

したがって，∠ACB＝∠  ２  …③ 

三角形の内角の和は 180°であることと，②，③から，∠ABC＝∠  ３  …④ 

①，③，④より，  ｃ  がそれぞれ等しいから，△ABC≡△DCB 

 

語群 
    

ア AB イ BC ウ BD エ DE 

オ BDC カ CED キ DBC ク DCB 
    

(2) 線分 ACの長さを求めなさい。 

(3) △ABEの面積を求めなさい。 

(4) 円 Oの半径を求めなさい。 

 

 

 

E 



解答欄 

 

(1) 

１  ２  ３  

ａ  ｂ  

ｃ   

(2) cm 

(3) cm2 

(4) cm 

 

 

解答 

(1)  

１．イ   ２．キ   ３．ク 

ａ．円周角    ｂ．錯角   ｃ．１辺とその両端の角 

(2) 4 13 cm     

(3) 18cm2      

(4) 
2

135
cm 

解説 

⑵  

２点 A，Dから辺 BCにそれぞれ垂線 AF，DGをひくと， 

AD∥BC より，四角形 AFGDは長方形になるので，FG＝AD＝6cm 

また△ABF≡△DCG となることから BF＝CG＝(18－6)÷2＝6cm CF＝12cm 

△ABFに三平方の定理を用いて，AF＝ 22 610 － ＝8cm 

△ACFに三平方の定理を用いて，AC＝ 22 128 ＋ ＝4 13 cm 

⑶  

△ABC＝
2

1
×18×8＝72cm2 

AD∥BC より，AE：CE＝AD：CB＝6：18＝1：3だから， 

△ABE＝
31

1

＋
△ABC＝

4

1
×72＝18cm2 

⑷  

点Bを通る直径をBHとすると，∠BAH＝90° 

⌒AB に対する円周角だから，∠AHB＝∠ACB 

よって，△ABH∽△FAC となるので， 

AB：BH＝FA：AC＝8：4 13＝2： 13  

BH＝
2

13
AB＝5 13 cm 

したがって，円 Oの半径は，
2

135
cm 

 

 



【問 10】 

図で，４点 A，B，C，Dは円 O の周上にあり，AB＝AC，∠BAC＝∠CAD であ

る。また，線分 AC と線分 BD との交点を E とする。各問いに答えよ。 

（奈良県 2005年度） 

(1) 点 B を通る円 O の接線を，定規とコンパスを使って解答欄の枠内に作図せ

よ。なお，作図に使った線は消さずに残しておくこと。 

(2) △ABE≡△ACDであることを証明せよ。 

(3) AB＝10 cm，AD＝8 cmのとき，線分 CDの長さを求めよ。 

 

 

解答欄 

 

(1) 

 

(2) 

証明 

(3) cm 

 

 

 



解答 

(1) 

 
(2) 

証明 

△ABE と△ACD において 

仮定から 

AB＝AC …① 

∠BAE＝∠CAD …② 

１つの弧に対する円周角は等しいから 

∠ABE＝∠ACD …③ 

①，②，③より 

１辺とその両端の角がそれぞれ等しいから 

△ABE≡△ACD 

(3)  

2 5 cm 

解説 

⑴  

解答の図のように半直線 OBをひき，点 Bを通る垂線をひく。 

⑵  

△ABE と△ACDにおいて， 

AB＝AC…①   

∠BAE＝∠CAD…② 

１つの弧に対する円周角は等しいから， 

∠ABE＝∠ACD…③ 

①，②，③より， 

１辺とその両端の角がそれぞれ等しいから， 

△ABE≡△ACD 

⑶  

△ABE≡△ACD より，AE＝AD＝8cm 

BE＝CD＝x cm とおくと △ABE∽△DCEだから 

AB：DC＝BE：CE  10：x＝x：(10－8) 

これを解くと，x2＝20  x＝ 20 ＝2 5  

よって，CD＝2 5 cm 

 



【問 11】 

図のように，正方形 ABCDがある。辺 BC上に，２点 B，C と異なる点 E

をとり，点 D と点 E を結ぶ。点 A から線分 DE に垂線をひき，その交点を

F とする。また，点 Cから線分 DEに垂線をひき，その交点を G とする。 

このとき，次の(1)，(2)の問いに答えなさい。 

（香川県 2005年度） 

(1) △AFD≡△DGC であることを証明せよ。 

(2) 点 B と点 G を結ぶ。点 G を通り，線分 BG に垂直な直線をひき，線分 AF との交点を H とするとき，BG＝

GH であることを証明せよ。 

 

 

 



解答欄 

 

(1) 

証明 

(2) 

証明 

 

 

 



解答 

(1) 

証明 

△AFD と△DGC において 

仮定より 

∠AFD＝∠DGC＝90° 

四角形ABCD は正方形だから 

AD＝DC 

∠ADF＝∠ADC－∠CDG＝90°－∠CDG， 

∠DCG＝180°－∠DGC－∠CDG＝90°－∠CDG だから， 

∠ADF＝∠DCG 

直角三角形の斜辺と１つの鋭角がそれぞれ等しいから 

△AFD≡△DGC 

(2) 

証明 

点F と点C を結ぶ。△DFC と△CGB において 

(1)より，△AFD≡△DGC だから， 

DF＝CG ∠ADF＝∠DCG 

四角形ABCD は正方形だから， 

DC＝CB ∠ADC＝∠DCB 

よって，∠FDC＝∠ADC－∠ADF＝∠DCB－∠DCG＝∠GCB 

２辺とその間の角がそれぞれ等しいから，△DFC≡△CGB 

よって，CF＝BG …①  ∠DFC＝∠CGB …② 

また，∠GFC＝180°－∠DFC 

仮定より，∠HGB＝∠FGC＝90°で， 

∠HGF＝360°－∠HGB－∠FGC－∠CGB＝180°－∠CGB だから， 

②より，∠GFC＝∠HGF 錯角が等しいから，HG∥FC 

仮定より，∠HFG＝∠CGF 錯角が等しいから，HF∥GC 

２組の向かい合う辺がそれぞれ平行だから，四角形HGCF は平行四辺形 

よってCF＝GH …③ 

したがって①，③より BG＝GH 

解説 

⑴ △AFD と△DGCにおいて，仮定より，∠AFD＝∠DGC＝90° 

四角形 ABCDは正方形だから AD＝DC，∠ADF＝∠ADC－∠CDG＝90°－∠CDG， 

∠DCG＝180°－∠DGC－∠CDG＝90°－∠CDGだから，∠ADF＝∠DCG 

直角三角形の斜辺と１つの鋭角がそれぞれ等しいから，△AFD≡△DGC 

⑵ 点 F と点 Cを結ぶ。 

△DFC と△CGBにおいて，⑴より，△AFD≡△DGCだから，DF＝CG 

∠ADF＝∠DCG  四角形 ABCDは正方形だから，DC＝CB ∠ADC＝∠DCB 

よって，∠FDC＝∠ADC－∠ADF＝∠DCB－∠DCG＝∠GCB 

２辺とその間の角がそれぞれ等しいから，△DFC≡△CGB よって，CF＝BG…①  ∠DFC＝∠CGB…② 

また，∠GFC＝180°－∠DFC 

仮定より，∠HGB＝∠FGC＝90°で，∠HGＦ＝360°－∠HGB－∠FGC－∠CGB＝180°－∠CGBだから， 

②より，∠GFC＝∠HGF 

錯角が等しいから，HG∥FC 

仮定より，∠HFG＝∠CGF 

錯角が等しいから，HF∥GC 

２組の向かい合う辺がそれぞれ平行だから，四角形 HGCFは平行四辺形 

よって，CF＝GH…③ 

したがって①，③より BG＝GH 

 



【問 12】 

AB＝4 cm，∠ABC＝90°，∠CAB＝60°の直角三角形 ABCが

ある。次の図のように，辺AC上に∠BDA＝90°となる点Dをとる。線

分 AD上に∠ABE＝∠DBE となる点 E，線分 CD上に∠CBF＝∠

DBF となる点 F をとる。また，辺 AB 上に∠EGB＝90°となる点 G，

辺 BC上に∠FHB＝90°となる点Hをとる。 

次の(1)，(3)は   の中にあてはまる最も簡単な数を記入し，(2)

は指示にしたがって答えよ。ただし，根号を使う場合は  の中を最

も小さい整数にすること。 

（福岡県 2005年度） 

(1) ∠BEGの大きさは °  である。 

(2) 図において，合同な三角形を１組選び，その２つの三角形が合同であることを右の   の中に証明せよ。 

証明 

(3) △EBDの面積は         cm2  である。 

 

 

 



解答欄 

解答は問題中の解答欄に記入しなさい。 

解答 

(1) 75 

(2) 

（△DFB と△HFB において，「直角三角形の合同条件」を用いて証明した例） 

△DFB と△HFB において 

仮定から 

∠FDB＝∠FHB＝90°…① 

∠FBD＝∠FBH …② 

また， 

FB は共通 …③ 

①，②，③より 

直角三角形の斜辺と１つの鋭角がそれぞれ等しいので 

△DFB≡△HFB 

(3) 12－6 3  または －6 3＋12 

解説 

⑴  

△ABDで，∠ADB＝90°，∠BAD＝60°だから，∠ABD＝30° 

∠ABE＝∠DBE より，∠ABE＝
2

1
∠ABD＝15°よって，△BGE で，∠GBE＝15°，∠EGB＝90°から，∠BEG

＝180°－(90°＋15°)＝75° 

⑵ 

△DFB と△HFBにおいて，仮定から，∠FDB＝∠FHB＝90°…① 

∠FBD＝∠FBH…② また，FB＝FB…③ 

①，②，③より，直角三角形の斜辺と１つの鋭角がそれぞれ等しいので， 

△DFB≡△HFB 

他に，△EGB≡△EDB（斜辺と１つの鋭角がそれぞれ等しい。) 

△FBH≡△FCH（１辺とその両端の角がそれぞれ等しい。)がある。 

⑶ 

△ABCは，AB＝4cmで，30°，60°の角をもつ直角三角形だから，AB：

BC＝1： 3  

4：BC＝1： 3   BC＝4 3 cm 

△DFB≡△HFB  △FBH≡△FCHより， 

BD＝BH＝
2

1
BC＝

2

34
＝2 3 cm 

△AGEで，BG＝BD＝2 3 cm より， 

AG＝4－2 3 cm 

また，△AGE も，30°，60°の角をもつ直角三角形より， 

AG：GE＝1： 3   (4－2 3 )：GE＝1： 3  

GE＝ 3 (4－2 3 )＝4 3 －6cm 

よって，△EBDの面積は，DE＝GE＝4 3 －6cm，BD＝2 3 cmから， 

2

1
×(4 3 －6)×2 3 ＝12－6 3 cm2 

 

 



【問 13】 

図のように，線分 ABを直径とする円Oの円周上に点Cがあり，AC＝BC

である。また，図のように⌒AC 上に点 D をとり，弦 AD の延長と弦 BC の延長

との交点を E，弦 AC と弦 BD との交点を F とする。 

このとき，次の(1)～(3)の問いに答えなさい。 

（宮崎県 2005年度） 

(1) ∠DEB＝70°のとき∠EBDの大きさを求めなさい。 

(2) △ACE≡△BCFであることを証明しなさい。 

(3) AD＝6 cm，DE＝4 cmのとき，次のア，イの問いに答えなさい。 

ア 線分 BFの長さを求めなさい。 

イ 線分 DFの長さを求めなさい。 

 

 

解答欄 

 

(1) ∠EBD＝       度 

(2) 

証明 

(3) 

ア BF＝       cm 

イ DF＝       cm 

 

 

 



解答 

(1) ∠EBD＝20度 

(2) 

証明 

△ACE と△BCF で， 

仮定から，AC＝BC …① 

AB は直径だから，∠ACB＝90° 

よって，∠ACE＝∠BCF …② 

∠DAC と∠DBC は，⌒CD に対する円周角なので， 

∠EAC＝∠FBC …③ 

①，②，③から 

１辺とその両端の角が，それぞれ等しいので， 

△ACE≡△BCF 

(3)  

ア BF＝10cm     イ DF＝2cm 

解説 

⑴  

ABは円の直径だから，∠ADB＝90°∠BDE＝90° 

△BDEの内角の和から，∠EBD＝180°－90°－70°＝20° 

⑵ 

(証明) 

△ACE と△BCFで， 

仮定から，AC＝BC…①  

ABは直径だから，∠ACB＝90° 

よって，∠ACE＝∠BCF…② 

∠DAC と∠DBCは，⌒CDに対する円周角なので， 

∠EAC＝∠FBC…③ 

①，②，③から， 

１辺とその両端の角が，それぞれ等しいので，△ACE≡△BCF 

⑶ 

ア ⑵より，BF＝AE＝6＋4＝10cm 

イ △ADF と△BDEにおいて，∠ADF＝∠BDE＝90°， 

∠DAF＝∠DBE より，２組の角がそれぞれ等しいから， 

△ADF∽△BDE 

よって，DF＝x cm とおくと，AD：DF＝BD：DE より， 

6：x＝(10＋x)：4 

x(10＋x)＝24  x2＋10x－24＝0  (x＋12)(x－2)＝0  x＝－12，2 

x＞0 より，x＝2cm 

 

 
 


